
問合せ先

平成25年度

北区 組織名（準部・課） 作成日

歳入 258 正職員 2 修正日

歳出 13,049 非常勤 ４→3 評価日

項目 H22実績 H23実績 H24実績 H25目標 H25結果 補足・参考指標

1
市民

（顧客）

基準入館者の達成 企画展等を実施して
入館者数　年間１万
人以上

１０２１０人 １０２４１人 ９９６９人 １００００人 ９６３８人

Ｃ：未達
成

2
財務
改善

歳入の増加 刊行物の販売収入
年間154千円以上

３９８２００円 ２４６８００円 ３１８０００円 143０００円 ２３６６００円 ガイドブック『北区のお宝ものがた
り』がかなり普及したことから、現
実的な目標設定に修正した。 Ａ：達成

3
業務
改善

設置目的の達成 市民協働による事業
の実施

北宝隊との
協働

北宝隊との
協働

北宝隊との
協働

北宝隊との
協働

北宝隊との
協働

北宝隊との継続的な協働活動
により、「北区の歴史と文化」を
テーマとする博物館づくりを促進
する。

Ｂ：達成

4
人材
育成

研修の件数 職場内の研修会
年３回以上実施

３回 ３回 ３回 ３回 ３回 企画展開催時及び常設展展示
替え時等に、その内容についての
研修を行い、情報の共有化を図
る。

Ｂ：達成

5

「ようこそ 絵図とくずし字の北
区へ！」「郷土作家シリーズ 没
後８０周年　阿部半雅展」「北区
の小・中学校所蔵品調査から
まなびやに託されたメッセージ
展Ⅱ」

当初予算（千円）

取り組みの結果について（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

・＜市民＞企画展の入館者は、昨年度より６％ほど多かった。常設展については、今後、「北区の歴史とくら
し」をテーマとした展示構成にリニューアルし、学校と連携して地域学習の場としての役割を果たすとともに、
地域住民にもより関心を高めてもらうように努めていく。
・＜財務＞『北区のお宝ものがたり』の継続的な販売のほか、新しい出版物の刊行で目標を大きく上回った。
今後も出版物の普及に努めていく。
・＜業務＞特色ある区づくり事業の終了の後、自主グループとして新たに発足し、活動している北宝隊との協
働を継続し、「北区の歴史と文化」をテーマとする博物館づくりの促進を図った。
・＜人材＞企画展開催の都度、その内容についての研修を行い、情報の共有やスキルアップを図った。

取り組みについて（今年度重点的に取り組む内容や目標設定の考え方など）

「北区の歴史と文化」をテーマに、郷土色豊かな博物館づくりにより一層とり組むこととする。

自主グループ北宝隊との継続的な
協働により、「北区の歴史と文化」
をテーマとする博物館づくりの促進を
図った。

情報の共有化、スキルアップを図っ
た。

平成25年4月1日

市民の教育、芸術及び文化の向上を図るため、博物館法第２条第１項に規定する博物館とし
て、新潟市北区郷土博物館を新潟市北区嘉山3452番地に設置する。
（また，郷土の歴史概要を学ぶ場として、新潟市北区横井259番地１に、分館　横井の丘　ふる
さと資料館を置く。）

平成26年4月18日

評価
指標 目標達成状況

未達成理由

北区地域課
新潟市北区郷土博物館
（分館　横井の丘ふるさと資料館）

当初人員(人）

組織目標管理シート ０２５－３８６－１０８１

主な取り組み内容目標

年度

組織名（部）

組織の目的

No. 重点

ガイドブック『北区のお宝も
のがたり』ほか、展覧会図録
の販売。

ガイドブック　　　 ６３冊
豊栄市史ほか　144冊

常設展の吸引力が低下し、例年の
入館者数にわずかに及ばなかった。

視点

まち歩きガイド等の支援


